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回 日程 場所 内容
1 5月  9日 メイトム宗像 開講式、宗像の古代・中世
2 5月16日

海の道むなかた館
宗像の文化財、現地見学

3 6月  6日 世界遺産、現地見学
4 6月20日 近世の宗像、神宝館見学
5 7月  4日 宗像大社 宗像大社と神道、境内見学
6 7月18日 鎮国寺 鎮国寺と仏教、境内見学
7 8月22日

メイトム宗像
九州国立博物館と太宰府政庁跡見学

8 9月12日 ガイド研修、閉講式、懇談会
＊いずれも土曜日

●主催
　宗像歴史観光ボランティアの会
＊市の協働委託事業
●日程・場所・内容
　下表参照
●時間　いずれも9:30〜16:00
●募集人数　先着15人程度 
●応募要件 
▽市民か、市に通勤、通学する人で、

宗像の郷土史に関心のある人 
▽８回の全講座に出席し、

修了後にガイド活動がで
きる人

「宗像・沖ノ島と関連遺産群」の歴史的価値を発信してみませんか

ボランティアガイド養成講座受講生募集

宗像大社境内ガイド風景

●受講料　無料　＊別途、施設入館料など1,000円程度必要
●申込締切日　４月27日（月）必着
●申込必要事項　①住所②氏名③年齢④電話番号⑤メールアドレス⑥志望動機
▽ハガキ＝〒811-3431／宗像市田熊4ｰ7ｰ1ｰ603／同会（福井敏晴） 
■問い合わせ先　同会（福井）　☎（37）0226 

●
日
程
　
４
月
26
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

＊
小
雨
決
行

●
場
所
　
山
田
増
福
院
下

（
河
東
） 白

山
祭
り

●
日
時
／
場
所
　
４
月
29
日

（
水
・
祝
）

▽
受
付
＝
午
前
９
時
〜
／
城

山
山
頂 城

山
祭
り

　
今
で
こ
そ
世
界
中
の
人
々

を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
サ
グ

ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
で
す

が
、
そ
の
価
値
が
広
く
認
め

ら
れ
た
の
は
意
外
に
も
近

年
、
２
０
０
０
年
を
過
ぎ
て

か
ら
だ
そ
う
で
す
。そ
れ
は
、

「
ガ
ウ
デ
ィ
の
シ
ン
プ
ル
さ

が
な
か
な
か
人
々
に
理
解
さ

れ
に
く
か
っ
た
か
ら
」
と
外

尾
さ
ん
。
そ
の
シ
ン
プ
ル
さ

と
は
、
た
だ
た
だ
「
自
然
に

学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ

そ
う
で
す
。

　「
人
類
は
文
明
と
い
う
名

の
下
に
自
然
と
闘
い
打
ち
勝

と
う
と
し
て
き
た
が
、
ガ
ウ

デ
ィ
は
自
然
を
味
方
に
し

た
。
建
築
の
構
造
を
引
力
に

尋
ね
、
窓
の
デ
ザ
イ
ン
を
光

に
尋
ね
、
煙
突
の
デ
ザ
イ
ン

を
風
に
尋
ね
た
。そ
の
た
め
、

聖
堂
を
支
え
る
石
柱
は
引
力

に
逆
ら
わ
な
い
よ
う
に
設
計

し
、
枝
を
広
げ
た
木
の
よ
う

な
形
に
な
っ
た
の
で
す
。
人

間
が
脳
で
作
っ
た
合
理
性
は

本
当
の
合
理
性
で
は
な
い
。

自
然
を
観
察
し
、
そ
こ
か
ら

発
見
し
、
そ
れ
に
従
順
に
な

る
。
そ
れ
が
21
世
紀
の
知
恵

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

会場には多くの参加者がありました

●
内
容
　
下
山
後
、
ぜ
ん
ざ

い
、
甘
酒
の
振
る
舞
い
あ

り
＊
登
山
で
き
な
い
人
も
参
加

可
■
問
い
合
わ
せ
先

白
山
城
址
を
守
る
会
（
花

田
）

　
☎
０
９
０
（
５
４
７
１
）

　
１
９
４
９

＊
記
帳
者
先
着
５
０
０
人
に

記
念
品
贈
呈

▽
安
全
祈
願
祭
＝
同
10
時
〜

▽
ぜ
ん
ざ
い
会
＝
同
11
時
〜

／
福
岡
教
育
大
学
側
登
山

口
＊
雨
天
の
場
合
、
全
て
同
大

学
側
登
山
口
で
実
施

＊
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
公
共
交
通
機
関
の
利

用
を

■
問
い
合
わ
せ
先

城
山
を
守
る
会
（
江
頭
）

☎
０
９
０
（
８
６
２
４
）

０
３
１
０

　

市
で
は
、「『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
２
月
14
日
、宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
外
尾
悦
郎
講
演
会
「
世
界
に
『
日

本
』
を
発
信
」
を
開
催
。
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
主
任
彫
刻
家
の
外
尾
さ
ん
（
福

岡
市
出
身
）
が
、
建
築
家
ガ
ウ
デ
ィ
の
こ
と
や
世
界
遺
産
の
意
義
な
ど
、
満
場
の
聴

衆
１
７
０
０
人
に
熱
く
静
か
に
語
り
か
け
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
政
策
課
広
報
報
道
担
当　

☎
（
36
）
１
０
５
５

自
然
に
学
ぶ

21
世
紀
の
知
恵

　
外
尾
さ
ん
は
、
サ
グ
ラ

ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
や
沖
ノ
島

が
人
々
に
と
っ
て
精
神
的
な

畏
敬
の
場
所
で
あ
る
と
し
、

「
精
神
性
を
大
切
に
し
な
い

文
化
は
滅
び
ま
す
。
世
界
遺

産
と
は
、
た
だ
古
い
も
の
を

残
す
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
間
が
な
し
え
た

素
晴
ら
し
い
こ
と
を
後
世
に

伝
え
、
人
類
が
こ
れ
か
ら
ど

う
や
っ
て
前
に
進
む
の
か
を

教
え
て
く
れ
る
の
が
世
界
遺

産
な
の
で
す
」
と
語
り
ま
し

た
。

　
当
日
、
会
場
に
は
若
者
も

多
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

東
海
第
五
高
校
１
年
の
泉
百

音
（
も
ね
）
さ
ん
は
「
完
成

後
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ

ア
は
、
私
た
ち
に
何
を
教
え

て
く
れ
ま
す
か
？
」と
質
問
。

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
は
一

応
構
造
的
に
は
完
成
す
る
だ

ろ
う
が
、
シ
ン
ボ
ル
の
石
彫

ま
で
も
含
め
た
完
成
に
は
ま

だ
ま
だ
程
遠
い
。
あ
な
た
は

高
校
生
だ
か
ら
骨
組
み
は
ほ

ぼ
で
き
て
い
る
。
今
か
ら
の

あ
な
た
が
、
構
造
的
に
完
成

し
た
２
０
３
０
年
以
降
の
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
。
こ

れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
磨
き
を
か

け
て
感
性
や
感
情
な
ど
た
く

さ
ん
の
中
身
を
詰
め
込
ん
で

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

ね
」
と
答
え
ま
し
た
。
講
演

後
、
同
校
２
年
の
米
倉
千
晴

さ
ん
は
「
こ
の
話
が
特
に
印

象
的
だ
っ
た
」
と
外
尾
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
動
し
た

様
子
で
し
た
。

　
外
尾
さ
ん
自
身
の
経
験
や

価
値
観
に
基
づ
く
示
唆
に
富

ん
だ
話
に
、
最
後
は
大
き
な

拍
手
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
市
に
は
、「『
神
宿
る
島
』

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産

群
」
と
共
に
、
そ
れ
を
取
り

巻
く
自
然
や
風
景
、
文
化
的

伝
統
が
千
数
百
年
に
わ
た
っ

て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

外
尾
さ
ん
の
話
を
通
じ
て
、

改
め
て
そ
れ
ら
を
見
つ
め
直

し
、
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
市
民
記
者
・
占
部
比
露
子
）

世
界
遺
産
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア

（
聖
家
族
教
会
）

　
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
・
ガ

ウ
デ
ィ
が
手
が
け
た
ス
ペ

イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
カ

ト
リ
ッ
ク
大
聖
堂
。
１
８

８
２
年
に
着
工
し
、
完
成

ま
で
に
３
０
０
年
は
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、

２
０
２
６
年
に
完
成
予
定

と
発
表
さ
れ
る
。
２
０
０

５
年
に
は
外
尾
さ
ん
の
手

が
け
た
「
生
誕
の
門
」
が

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。


